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%
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3
/min
Pa
kW
kW
A
A

乾球温度 ℃
湿球温度 ℃

dB

m3/min
kW
kW
A
A

乾球温度 ℃
湿球温度 ℃

kW グリル ／
ダクト ／

高圧カット MPa 室内

低圧カット MPa 室外

室内

室外

W

室内ﾕﾆｯﾄ

高低差 外機～内機

室内ﾕﾆｯﾄ吸込

日付 副番 A
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セット形名 PFHV-HP450DMJ PFAV-XP450DMJ

弊社工事番号

殿

室内

45.0(50.0)
( )は最大

20.0

－76

始動方式
製品質量(概算) kg

能           　力

ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ

消　 費 　電   力

　室外  

電           　源

－

46.8

1.40 －

13.51

－90
－

90

－

暖　　房 暖 房 低 温

50.0
40.0(45.0)
( )は最大

運   転   電   流
14.66

43.3

消　費　電　力

80

始　動　電　流

19.0 －

42.1 38.6
12.1113.26

運　転　音　PWL

運   転   力   率

吸込空気

1.0－ 6.0

27.0

2.0

風　　  　　量

室
　
　
　
　
外

風　　  　　量

－

35.0

－

始　動　電　流

機  外  静  圧
電 動 機 出 力
消　費　電　力
運　転　電　流

電 動 機 出 力

吸込空気

冷 媒 ／ 冷凍機油 R410A／ｴｽﾃﾙ油  吹出口形式 ／ 方向

76

7.0

圧縮機(全密閉形)電動機 5.39×2 (室外)

室
　
　
　
　
内

 吸込口形式 ／ 方向

運　転　電　流

－

 電源・伝送線接続方向リモコン 調節範囲 ℃

 冷媒配管接続方向

<冷房>　14～30

室外ﾕﾆｯﾄ
エアフィルター(ろ材)

クランクケースヒーター － ドレン配管接続方向

<暖房>　14～30

　三菱電機株式会社 18-7-17 仕様書番号

標
準
外
仕
様

添付図面

室外ﾕﾆｯﾄ吸込

共
通
事
項

延長配管径(液／ガス)

冷媒配管長
(1冷媒系統あたり)

<冷房>　乾球温度  -5～43℃　(送風機運転中の送風機吹出し部は除く)

dB
運　転　音　PWL

80

注
意
事
項

特　記　事　項

使用温度
範囲

塗 装 色 マンセル  5Y 8/1 <近似色>

圧力開閉器
(高低圧)

196×2

PUHV-HP224DMJ(-BS,-BSG)×2

4.58×2

三相　200V／50Hz

設備用インバーターエアコン仕様書　ファシレアＤＤ　ズバ暖

御使用先 法定冷凍トン／台

暖 房 極 低 温

50.0

25.80
－
－

1.2×2
30
140

24.20

冷　　房

－
－

2.2
20.0
－
－

4.7

20.0

1.40
4.7

右・左

15 (1台あたり)

0.35×2 (送風機)
165×2

－
－

-7.0

－

4.15
上面

液：φ12.7×2　／　ガス：φ19.05×2

-8.0

－

マンセル  5Y 8/1 <近似色>
ＰＰハニカム織

左(現地にて右に変更可)

前・下
(ﾕﾆｯﾄ下面より前後左右に引出し可能)

右・左

室外ﾕﾆｯﾄ上の場合 50m以下　／　室外ﾕﾆｯﾄ下の場合 40m以下

前・下
(ﾕﾆｯﾄ下面より前後左右に引出し可能)

室外ユニット～室内ユニット間実長 150m以下

WYNC2-6464-5

前面・背面

*除外工事  据付･基礎工事､給排水工事､電気接続工事､ダクト工事､防熱工事､電源開閉器､温調･湿調用電磁弁､逆止弁､その他本仕様書に明示無き事項｡

外形図（室内）　KQ94T432　　電気配線図（室内）　KQ94T840　　機外配線図（個別）　KQ94T791
外形図（室外）　KQ94T762　　電気配線図（室外）　KE94G810　　機外配線図（渡り）　KQ94T842

注1.冷房・暖房能力および運転特性は、JISB8616-2015およびJRA4002:2016の吸込空気条件で運転した場合の値です。
　2.騒音値はJRA4065:2013に基づいた値です。実際に据え付けた状態で測定すると、周囲の騒音や反響などの影響を受け、
　　表示数値より大きくなるのが普通です。
　3.室外ユニット下の場合の高低差は、室外ユニットの冷房吸込空気温度0℃以上の場合の値です。
    -5～0℃では15m以下の高低差となります。
　4.組み込む別売部品の種類によっては電気特性、風量、機外静圧、騒音値等が変化する場合があります。
　  詳細はテクニカルマニュアル、冷熱ハンドブックをご覧ください。
  5.室内ユニット周囲空気が露点温度23℃以上で長時間運転されますと、室内ユニットの結露水が垂れて水漏れに至るおそれが
　　あります。
　6.本製品を長く安心してお使いいただくためには定期的な保守・点検が必要です。各部品の点検・保全周期については
　　日本冷凍空調工業会発行のガイドラインを参考にしてください。
  7.データモニタリング機能は、2リモコンでご使用の場合「主－従」設定で「主」に設定したリモコンのみご使用できます。
  8.外気を取り入れて使用するときは、必要に応じてリモコンサーモまたは別売部品の温度センサー（PAC-SE40TS-W)へ変更して下さい。
  9.外気を取り入れて使用するときは、取り入れ外気温度は10℃以上、外気取り入れ量は、全体風量の10%以下となるようにしてください。
 10.外気温度が氷点下以下での暖房運転を連続的に長期間行う場合には、ユニットベース部へのヒーター取付け等を適宜行い、
　　ベース上の氷結を防止してください。
 11.暖房運転において、外気温度が低い条件や室内ユニットの吸込温度が低い条件では、暖房能力がカタログ記載の定格能力よりも低下します。
 12.暖房低外気運転時には運転音が大きくなります。
 13.室外ユニット騒音値は全室外機を稼働させた状態での値です。
 14.加湿器は、冷房時ご使用できません。

<暖房>　湿球温度 -25～15.5℃　(送風機運転中の送風機吹出し部は除く)

<冷房>　湿球温度 10～25℃ 　　<暖房>　乾球温度 14～30℃






















